
　
昨
年
11
月
５
日
に
本
学
が
創
立
70
周

年
を
迎
え
た
の
を
記
念
し
て
、
本
学
の
歴

史
を
ま
と
め
た
写
真
集（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）

を
こ
の
た
び
発
行
し
た
。

　
中
国
・
武
漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
日
本
を
含
む

世
界
に
拡
大
し
、
広
島
県
内
で
も
感
染
者

が
報
告
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
本
学
は
、
１

月
31
日
に
学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
。
さ

ら
に
構
成
員
に
向
け
た
情
報
提
供
と
感
染

拡
大
防
止
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、
２
月

４
日
に
財
務
・
総
務
担
当
理
事
を
座
長
と

す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
会
議
」
を
設
置
し
、
本
学
の
方
針
を
取

り
ま
と
め
た
。
対
策
会
議
は
３
月
９
日
ま

で
計
５
回
開
催
さ
れ
、
最
新
の
感
染
状
況

に
応
じ
て
随
時
、
本
学
の
対
応
・
方
針
を

更
新
し
て
い
る
。

　

今
後
も
学
内
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
加

え
、
重
要
な
情
報
に
つ
い
て
は
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
公
表
し
、
構
成
員
へ

の
情
報
提
供
と
安
心
・
安
全
の
確
保
に
全

学
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

　
３
月
９
日
時
点
で
の
主
な
対
応
は
以
下

の
通
り
。

創
立
70
周
年
写
真
集
を 
発
行

全
学
を
挙
げ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
を

　
昼
間
に
保
護
者
が
就
業
等
で
家
庭
に
い

な
い
小
学
生
を
受
け
入
れ
る
「
春
休
み
子

ど
も
ク
ラ
ブ
」（
学
童
保
育
）
を
前
倒
し

 

在
宅
勤
務
、
特
別
休
暇
の
付
与

　
３
月
23
開
催
の
令
和
元
年
度
学
位
記
授

与
式
は
、
会
場
を
サ
タ
ケ
メ
モ
リ
ア
ル
ホ

ー
ル
に
変
更
、
規
模
と
時
間
を
大
幅
に
縮

 

学
位
記
授
与
式
は
規
模
縮
小

 

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
対
応
方
針

　
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
等
開
催
に
当
た
っ
て

 

附
属
学
校
園
、
博
物
館
の
臨
時
措
置

　
す
べ
て
の
附
属
学
校
園
を
３
月
２
日
か

ら
臨
時
休
校
、
総
合
博
物
館
を
同
４
日
か

ら
臨
時
休
館
と
し
て
い
る
。

小
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
式
典

会
場
に
は
代
表
以
外
の
卒
業
生
・
修
了
生

及
び
保
護
者
は
入
場
で
き
な
い
が
、
式
典

の
模
様
はYouTube

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
・
謝
恩
会
等

の
イ
ベ
ン
ト
は
行
わ
な
い
。

　
前
身
校
か
ら
の
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
世
界
の
ト
ッ
プ
１
０
０
を
目

指
す
本
学
の
歴
史
と
現
状
を
簡
潔

に
ま
と
め
た
。
建
学
の
精
神
、
原

爆
被
災
、
学
生
生
活
な
ど
、
従
来

の
記
念
誌
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

た
テ
ー
マ
に
加
え
て
、
男
女
共
同

参
画
の
推
進
、
著
名
な
卒
業
生
、

附
属
学
校
・
園
の
取
り
組
み
な
ど
、
新
た

な
視
点
か
ら
本
学
を
紹
介
し
て
い
る
の
が

特
徴
。

　

本
学
の
関
係
者
へ
配
布
す
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
公
開

し
て
い
る
。

　
小
学
校
や
特
別
支
援
学
校
に
通
う
子
を

持
つ
教
職
員
で
在
宅
で
の
勤
務
を
希
望
す

る
場
合
は
、
承
認
を
得
た
上
で
在
宅
勤
務

が
可
能
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
職
員
が
感
染
し
た
場
合
や
自
宅

等
で
子
を
養
育
す
る
た
め
の
特
別
休
暇
が

設
け
ら
れ
た
。

 

合
格
発
表
の
掲
示
取
り
や
め

　
３
月
６
日
の
一
般
入
試
（
前
期
日
程
）

の
合
格
者
発
表
に
つ
い
て
は
、
受
験
生
を

は
じ
め
大
勢
の
人
が
集
ま
り
感
染
を
拡
大

さ
せ
る
恐
れ
の
あ
る
掲
示
板
で
の
掲
示
を

中
止
し
、
本
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲

載
、
合
格
通
知
書
の
郵
送
の
み
と
し
た
。

 

入
学
式
の
対
応
は
３
月
13
日
を

 

め
ど
に
決
定

　
４
月
３
日
実
施
予
定
の
令
和
２
年
度
入

学
式
に
つ
い
て
は
３
月
13
日
（
金
）
を
め

ど
に
対
応
を
決
定
し
、
本
学
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
日
英
）、
も
み
じ
、
い
ろ
は
で

周
知
を
図
る
と
と
も
に
、報
道
発
表
す
る
。

 
小
学
校
一
斉
臨
時
休
校
に
伴
い
、

 
子
ど
も
ク
ラ
ブ
を
前
倒
し
で
開
設

で
３
月
５
日
か
ら
東
広
島
、
霞
両
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
開
設
し
て
い
る
。
開
設
時
間
は

８
時
15
分
～
17
時
30
分
。
募
集
人
数
は
東

広
島
20
人
程
度
、
霞
30
人
程
度
で
小
学
１

～
３
年
生
を
優
先
す
る
。
３
月
25
日
ま
で

の
平
日
に
開
設
す
る
。
詳
し
く
は
男
女
共

同
参
画
推
進
室
（
０
８
２
｜
４
２
４
｜

４
４
２
８
）
に
お
問
い
合
わ
せ
を
。

 

学
生
の
課
外
活
動
等
へ
の
対
応

　

学
外
で
の
合
宿
や
遠
征
等
、
懇
親
会

ま
た
は
コ
ン
パ
等
の
会
食
を
伴
う
イ
ベ

ン
ト
は
、
不
特
定
多
数
の
人
と
接
触
す

は
、
開
催
の
必
要
性
を
十
分
吟
味
す
る
と

と
も
に
、
感
染
の
進
行
度
や
参
集
状
況
に

応
じ
、
開
催
、
延
期
ま
た
は
中
止
す
る
。

当
面
、
３
月
31
日
ま
で
こ
の
方
針
で
取
り

扱
う
。

る
恐
れ
が
高
く
、
感
染
拡
大
が
考
え
ら

れ
る
の
で
、
当
面
３
月
31
日
ま
で
の
間

は
原
則
中
止
と
す
る
。
帰
省
や
旅
行
な

ど
居
住
地
域
を
越
え
た
移
動
は
慎
重
に

判
断
を
。

          　

総 合 科 学 部 110 270 ◎7 259 ◎5 116 ◎0

文 学 部 90 184 ◎3 179 ◎2 100 ◎0

教 育 学 部 315 599 ◎2 583 ◎1 345 ◎0

法 学 部（昼） 110 207 ◎5 195 ◎4 121 ◎2

法 学 部（夜） 10 79 74 22

経 済 学 部 （ 昼 ） 110 247 ◎3 239 ◎1 122 ◎0

経 済 学 部 （ 夜 ） 20 104 96 35

理 学 部 143 347 ◎8 337 ◎2 170 ◎0

医 学 部 195 718 654 213

歯 学 部 60 233 205 68

薬 学 部 50 172 ◎3 157 ◎2 55 ◎0

工 学 部 399 873 ◎5 855 ◎5 430 ◎0

生 物 生 産 学 部 65 148 ◎1 142 ◎0 76 ◎0

情 報 科 学 部 72 189 ◎1 184 ◎1 81 ◎0

総 計 1,749 4,370 ◎38 4,159 ◎23 1,954 ◎2

令和２年度一般入試（前期日程）・私費外国人留学生入試2月実施　実施状況

（注）　◎印は、私費外国人留学生を外数で示します。

学 部 志 願 者 数 受 験 者 数 合 格 者 数募集人員

　
３
月
６
日
、
２
０
２
０
年
度
一
般
入
試
（
前
期
日
程
）
お
よ
び
私
費
外
国
人
留
学

生
入
試
２
月
実
施
の
合
格
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
１
，
７
４
９
人
の
募
集
人
員
に
対
し
、
志
願
者
数
４
，
３
７
０
人
、
受
験
者
数
４
，

１
５
９
人
、
合
格
者
数
は
１
，
９
５
４
人
だ
っ
た
。

前
期
入
試
合
格
者　

１
，
９
５
４
人
を
発
表　

令和
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広
島
大
学
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
パ
ス

３
月
の
放
送

（
広
島
Ｆ
Ｍ
）

● 

締
結
し
た
協
定

教
育
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

公
開
講
演
会

　

広
島
Ｆ
Ｍ
放
送
の
番
組
「
大
窪
シ
ゲ

キ
の
９
ジ
ラ
ジ
」
内
で
毎
月
第
１
、
第

３
月
曜
に
放
送
さ
れ
て
い
る
「
広
島
大

学
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
コ
ー
ナ
ー

に
、
本
学
の
教
員
や
学
生
が
出
演
中
。

第
33
回
／
３
月
２
日
は
学
生
サ
ー
ク
ル

「
霞
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

の
西
平
美
鈴
さ
ん
が
出
演
。
第
34
回
／

　

令
和
２
年
４
月
１
日
、教
育
室
に「
教

育
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す

る
。
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
学
生
自
身
が
学
修
の
成

果
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
意
義
あ
る
学

習
経
験
を
生
み
出
す
大
学
環
境
づ
く

り
を
支
援
す
る
こ
と
が
狙
い
。

　

本
学
が
取
り
組
む
Ｓ
Ｇ
Ｕ
事
業

に
お
い
て
、
教
育
の
国
際
的
通
用

性
確
保
の
た
め
、SERU (Student 

Experience in the Research 
University)

の
枠
組
み
に
よ
り
、

本
学
の
到
達
目
標
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

（HiPROSPECTS®

）
の
国
際
的
視
点

か
ら
の
質
保
証
評
価(

ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー

)

を
実
施
し
、
大
学
教
育
の
改
善
に
努

め
て
き
た
。

　
「
２
０
４
０
年
に
向
け
た
高
等
教
育

　

大
学
院
文
学
研
究
科
附
属
内
海
文
化

研
究
施
設
で
は
、
第
47
回
「
季
例
会
・

公
開
講
演
会
」
を
開
催
す
る
。

　
嚴
島
神
社
に
お
け
る
年
中
行
事
の
中

で
も
重
要
な
祭
礼
で
舞
わ
れ
る
舞
楽

は
、
舞
、
演
奏
と
も
に
嚴
島
神
社
の
神

職
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
宮
島
観
光

の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
。

　
嚴
島
神
社
の
舞
楽
と
音
楽
に
つ
い
て

広
島
大
学
基
金
寄
附
者

 

ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
五
十
音
順
）

※
１
月
１
日
か
ら
１
月
31
日
ま
で
に
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
、公
開
に
つ
い
て
承
認
い
た
だ

い
た
方
を
掲
載
。給
与
控
除
に
よ
る
分
割
寄

附
の
方
は
、初
回
控
除
の
時
の
み
掲
載
。

【
大
学
間
国
際
交
流
協
定
】

▼
貴
州
大
学
（
３
＋
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
附

属
書
）（
中
国
）
／
令
和
２
年
２
月
４

日
▼
ト
リ
ノ
工
科
大
学
タ
シ
ケ
ン
ト
校

（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）
／
令
和
２
年
２

月
19
日

の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ

ン(

答
申

)

」(

平
成

30
年
11
月

26
日
中
央

教
育
審
議

会)

で
は
、

２
０
４
０

年
の
展
望

と
高
等
教

育
が
目
指

す
べ
き
姿

と
し
て
、

「
学
修
者
本
位
の
教
育
へ
の
転
換
」
が

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
実
現
す
べ
き
改

革
の
方
向
性
で
は
、「
学
修
者
が
『
何

を
学
び
、
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
』
を
明
確
に
し
、
学
修
の
成
果
を

学
修
者
が
実
感
で
き
る
教
育
を
行
っ

て
い
る
こ
と
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
学
び
」
の
質
保
証
の
再
構

築
と
し
て
、
全
学
的
な
教
学
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
確
立
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活
用
や
授
業
科
目
の

精
選
を
通
じ
て
、
密
度
の
あ
る
主
体
的

な
学
修
を
提
供
で
き
る
環
境
を
整
え

る
と
共
に
、
学
修
成
果
の
可
視
化
等
を

通
じ
て
学
生
自
身
も
学
修
の
成
果
を

実
感
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
提
供

す
る
。

３
月
16
日
（
月
）
は
総

合
博
物
館
の
清
水
則
雄

准
教
授
が
出
演
予
定
。

中
高
生
に
向
け
て
広
島

大
学
の
魅
力
に
加
え
、

自
身
の
学
生
時
代
や
研

究
内
容
な
ど
を
語
る
。

 

主
体
的
な
学
習
を
提
供
で
き
る
環
境
作
り
を
進
め
る

▼
秋
　
庸
裕
　
様

▼
穐
丸
　
壽
美
　
様

▼
医
療
法
人S.R.C.

中
光
整
形
外
科

　
リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
院
長
　
中
光
　
清
志
　
様

▼
医
療
法
人
エ
ム
・
エ
ム
会

　
理
事
長
　
白
川
　
泰
山
　
　
様

▼
医
療
法
人
お
ち
眼
科
医
院

　
理
事
長
　
越
智
　
温
子
　
様

▼
医
療
法
人KOC

　
金
谷
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
理
事
長
　
金
谷
　
篤
　
様

▼
医
療
法
人
社
団
楓
会
林
病
院

　
理
事
長
　
林
　
淳
二
　
様

▼
医
療
法
人
社
団
慈
恵
会

　
い
ま
だ
病
院

　
院
長
　
大
杉
　
健
　
様

▼
医
療
法
人
社
団
仁
慈
会

　
理
事
長
　
安
田
　
克
樹
　
様

▼
医
療
法
人
社
団
ス
マ
イ
ル

　
博
愛
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
理
事
長
　
高
杉
　
啓
一
郎
　
様

▼
医
療
法
人
社
団
清
流
会

　
理
事
長
　
永
井
　
賢
一
　
様

▼
医
療
法
人
社
団
マ
ッ
キ
ー

　
理
事
長
　
松
木
　
啓
　
様

▼
医
療
法
人
社
団
ま
り
も
会

　
理
事
長
　
平
松
　
廣
夫
　
様

▼
医
療
法
人
昭
和

　
原
田
整
形
外
科
病
院

　
理
事
長
　
原
田
　
昭
　
様

▼
医
療
法
人
せ
い
ざ
ん
青
山
病
院
　
　

　
院
長
　
大
村
　
泰
　
様

▼
医
療
法
人
た
ん
ぽ
ぽ

　
理
事
長
　
大
嶋
　
俊
一
　
様

▼
医
療
法
人
明
笑
会

　
理
事
長
　
安
本
　
正
徳
　
様

▼
大
谷
　
美
奈
子
　
様

▼
大
守
　
美
香
　
様

▼
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長
　
佐
々
木
直
義 

様
▼
越
智
　
光
夫
　
様

▼
株
式
会
社
紀
陽

　
代
表
取
締
役
社
長
　
寒
川
起
佳 

様

▼
株
式
会
社
総
合
広
告
社

　
代
表
取
締
役
副
会
長
　
坪
井
高
義 

様

▼
株
式
会
社
ダ
イ
ク
レ

　
代
表
取
締
役
社
長
　
山
本
浩
　
様

▼
株
式
会
社
に
し
き
堂

　
代
表
取
締
役
　
大
谷
　
博
国
　
様

▼
株
式
会
社
日
本
ク
ラ
イ
メ
イ
ト

　
シ
ス
テ
ム
ズ

　
代
表
取
締
役
社
長
　
松
尾
則
宏 

様

▼
株
式
会
社
バ
ル
コ
ム

　
代
表
取
締
役
　
山
坂
　
哲
郎
　
様

▼
株
式
会
社
や
ま
だ
屋

　
代
表
取
締
役
　
中
村
　
靖
富
満 

様

▼
河
渡
　
真
一 

　
様

▼
齋
藤
　
修
　
様

▼
坂
下
　
勝
　
様

▼
佐
藤
　
利
行
　
様

▼
天
間
　
裕
文
　
様

▼
戸
田
工
業
株
式
会
社

　
取
締
役
社
長
　
寳
來
　
茂
　
様

▼
中
野
　
法
子
　
様

▼
長
谷
川
　
公
一
　
様

▼
福
田
　
和
政
　
様

▼
福
田
　
節
子
　
様

▼
古
橋
　
進
哉
　
様

▼
弁
護
士
　
緒
方
　
俊
平
　
様

▼
水
馬
　
和
子
　
様

▼
山
口
　
裕
毅
　
様

次
の
と
お
り
講
演
と
演
奏
が

行
わ
れ
る
。

【
日
時
】 

３
月
10
日
（
火
）
13

時
半
～
15
時
半

【
場
所
】
文
学
研
究
科 

大
会

議
室

【
講
師
】
嚴
島
神
社
禰
宜　

福
田 

道
憲 

氏　
（
ほ
か
神
職

３
名
）

【
演
題
】
嚴
島
神
社
の
舞
楽
と
音
楽

【
概
要
】

　

嚴
島
神
社
の
禰
宜
で
か
つ
学
芸
員
で

あ
る
福
田
道
憲
氏
と
若
い
神
職
の
方
々

に
よ
り
、
龍
笛(

り
ゅ
う
て
き)

、
篳
篥

(

ひ
ち
り
き)

、
笙(

し
ょ
う)

の
３
種

の
楽
器
の
演
奏
法
や
音
色
の
披
露
、
練

習
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
る
。

【
参
加
費
】
無
料　
※
予
約
不
要

　

な
お
、
本
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
策
を
十
分
に
講
じ
た

上
で
開
催
さ
れ
る
。

第 47 回 季例会 ・公開講演会第 47 回 季例会 ・公開講演会
広島大学大学院文学研究科附属広島大学大学院文学研究科附属内海文化研究施設内海文化研究施設

無料

嚴島神社の舞楽と音楽嚴島神社の舞楽と音楽

日時： 月 日１0
令和2年

火
場所： 文学研究科（文学部） 大会義室

13:30〜15:30

福田 道憲 氏
講師： 嚴島神社禰宜　

  3
１階

（ほか神職３名）

撮影：新谷孝一

ひちりきりゅうてき しょう

【概要】     
   嚴島神社と言えば、海に突き出した高舞台の上で舞われる荘厳にして華麗な舞楽が有名で、
観光パンフレットやポスターの図柄にもよく使われています。舞楽は、日本古来の雅楽に用い
られる独特の楽器の演奏に合わせて舞われます。演奏される楽器はどんなもので、神職の皆さ
んは日ごろどのような練習をなさっているのでしょうか。今回は、嚴島神社の禰宜であり学芸
員でもある福田道憲氏と若い神職の方々にいらしていただき、龍笛、篳篥、笙という３種の楽
器の演奏法や音色を披露していただくとともに、神職さんの練習の様子などについてお話しい
ただきます。

舞楽「蘭陵王」 画像提供：一般社団法人宮島観光協会

3月～4月

３月１０日（火） 教育研究評議会

３月１２日（木） 後期日程試験

～１３日（金） 〃

３月１７日（火） 経営協議会

３月２３日（月） 学位記授与式

４月 １日（水） 春季休業（～４/７）

４月 ３日（金） 入学式

４月 ８日（水） 第１ターム授業開始（～6/８）

４月２１日（火） 教育研究評議会

◆ ◆ 行事カレンダー ◆ ◆

  
本
年
１
月
か
ら 

キ
ャ
ン
パ
ス
内
全
面
禁
煙


